
歯科材料 07 歯科用ワックス

一般医療療機器　歯科用パラフィンワックス　JMDN70893000

本品は可燃性であるので、使用の際、火傷をしないように注意するこ
と。

【警告】

・指定された用途以外には使用しないこと。
・溶解された本材を直接人体に使用しないこと。

【禁忌・禁止】

【形状、構造及び原理等】

形　状： 板状
サイズ：　厚さ：1.4㎜ 大きさ：170×85㎜
　　　　
主成分： パラフィンワックス、蜜蝋、カルナバワックス、マイクロ
　       クリスタリンワックス、色素等

【使用目的又は効果】
義歯の仮床、人工歯の排列、ロー堤作製に用いる。

【使用方法等】

1/1

【使用上の注意】
1）使用注意
　本品は【使用目的又は効果】の項目及び鋳造用ロウ型作製以外の目的
　には使用しないこと。
　

【製造販売業者及び製造業者の氏名又は名称等】
有限会社　プロップ
電話　052-618-5777

【保管方法】
・室温保管
・本品を高温の場所（ストーブの側、直射日光の当たる場所等）に保
　管しないこと。
・使用及び保管場所には消火設備を備えること。
・本品は火気厳禁の場所に保管し、保管庫に大量に保管しないこと。
・本品は歯科の従事者以外が触れないように適切に保管・管理するこ
　と。

パラフィンワックス 

温度 短縮率(%) 

21℃ 2.0%未満 

37℃ 3.0%未満 

45℃ 50.0%未満 

 

[物理的性質 加圧短縮率％]

【義歯の仮床】
①本品を作業模型の大きさに合わせてカットします。
②本品を火炎等で適度に軟化し、作業模型に圧接します。
③過不足部分を削除又は追加し、形状を整えます。

【ロウ堤の作製】
①本品を火炎等で適度に軟化し、巻き棒状にします。
②棒状にしたワックスを馬蹄形に曲げ、義歯の仮床に圧接します。
③過不足部分を削除又は追加し、形状を整えます。

【人工歯の排列】
①本品を火炎等で適度に軟化し、巻き棒状にします。
②棒状にしたワックスを馬蹄形に曲げ、義歯の仮床に圧接します。
③過不足部分を削除又は追加し、形状を整えます。
④歯科技工の通方に従い、人工歯を排列します。

届出番号　23B3X00022002001
2019年 3月改訂（第３版）
2017年10月改訂 (第２版　新記載要領に基づく改訂）


